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河川侵食検知

AI技術を活用し、巡視・点検の
効率化高度化を実施

堤防点検・樋門管内点検

河川巡視【目視→ドローンを活用】

河川空間管理

適正な河川利用の推進、不法投棄の早期発見など

北海道開発局
河川管理の高度化・効率化に向けた取組

AIによる画像解析技術を活用し、河川空間管理や構造物点検等の高度化・効率

化を図る取組を推進
ここをクリック

災害時における河岸侵食状況を把握

ドローンを活用した河川管理

吹雪時の映像鮮明化装置高度化検討

映像鮮明化処理映像に併せＡ

Ｉを利用して、車両、人、信

号等を自動で検知・警告する

技術について試行ここをクリック

元映像（視界不良） 鮮明化処理

映像鮮明化

自動検知

接近時に警告

港湾工事における
CIMモデルとAR技術の融合

不可視部分となる水中部のブロックをARで

再現し、効率的な作業船配置計画を実施

不可視部分をARで再現
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https://www.hkd.mlit.go.jp/ky/kn/kawa_kan/slo5pa000000djqn.html
https://www.hkd.mlit.go.jp/ky/jg/gijyutu/splaat0000010dmm.html


◆鳴瀬川総合開発事業
ダム現場ギャラリー◆

◆成瀬ダム建設現場
を疑似体験◆ 鳴瀬川ダムの貯水池周遊イメージ動画（走行シミュレーション）

CIMデータによる鳴瀬川ダム完成イメージ（湖畔一周）
360°カメラ画像で成瀬ダム
現場見学会を疑似体験！

展望台

ダムサイト

東北地方整備局

ここをクリック

ここをクリック

◆ICT技術により、
港湾工事特有の課題を
解決し、生産性を向上

【ICT本体工】
～半自動化によるケーソン据付～

ICT技術を活用
した濁水時の据
付状況

潜水士による
船上からの指示

潜水士の指示を受け、
ブロックの向きをリモコン
で調整

ブロック据付時の3Dソナー画像

作業不可能であっ
た濁水時において
も９日間の作業
を実施し、安全性
を確保しつつ高精
度の施工管理を
実現

注排水管理システム

据付位置誘導システム

作業人員を最小限とし
つつも、高い安全性を確
保し、かつ効率的・高精
度の施工管理を実現

ケーソン上に取り付けたGPSアンテナの位
置情報により、高精度での誘導を実現

全てのマス内の注排水状況をリ
アルタイムに確認でき、ケーソンの
傾き等の補正に迅速に対応

【ICTブロック据付工】
～濁水下でのブロック据付～

BIM/CIMモデリング作成

MR（複合現実）モデル体験

MRデバイスから
見える映像

3次元点群データ処理演習

皆さんのデジカメ
でもできます

3次元点群データ作成

鉄筋が見えたー！

◆次代を建設現場を担う
大学生がMRなどの
デジタル技術を体験！

i-Construction新技術体験学習会

ここをクリック
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ここをクリック

https://www.thr.mlit.go.jp/naruse/gallery.html
https://www.thr.mlit.go.jp/narusedam/visit_virtual.html
http://www.thr.mlit.go.jp/tougi/formosus/pdf/formosus44.pdf
http://www.thr.mlit.go.jp/Bumon/B00097/k00915/jyouhouka/07_i-Con_pdfdata/R3icon_taishou%20yuushuushou.pdf


関東地方整備局

全国で初めて三次元の河川管内図『荒川
３Ｄ河川管内図（下流域）』を公表

ここをクリック

○施設管理・災害対応におけるUAV等活用による迅速化・効率化【河川・防災】

現場

映像

音声
ドローン映像

操縦者

ドローン

映像伝
送装置

災害対策本部

GISプラットフォームから必要データを取得

港湾整備BIM/CIMクラウド上で3次元データを共有、統合
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横断的な連携

各部局においてインフラ
分野のDX推進に向けた
ロードマップを策定し、建設現場の
生産性向上、働き方改革を推進

→

：
https://www.ktr.mlit.go.jp/dx_icon/iconst_index00000001_00001.html

○プラットフォーム等を活用したデータの一元管理・共有化【河川・道路・港湾空港】

○施設点検・維持管理におけるAI活用
による自動化・高度化【道路・建政】

パト車等から舗装の映像取得
スマホ

舗装の損傷状況を自動検知

国営公園における野生動物判別

災害時のドローン映像によるリアルタイム映像共有

ひび割れ 鋼管のゆがみ

撮影高度100m

UAVによる砂防施設点検

ここをクリック
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https://www.ktr.mlit.go.jp/arage/
https://www.ktr.mlit.go.jp/dx_icon/iconst_index00000001_00001.html


建設現場における遠隔臨場の取組

現場から映像データ等により報告 事務所で確認
事務所配備の遠隔臨場機器

ＣＩＭモデルとＶＲ技術の融合により発展した取組（大河津分水路改修事業）

工事の材料確認、段階確認等で実施

事前に行った水中打球探査
の状況やその測定結果を仮
想空間内で再現

不可視部分となる水面下の岩盤状況を仮想空間内で再現し、VRを利用した遠隔臨場を実施。

ここをクリック

ここをクリック

北陸インフラDX人材育成センターのイメージ

北陸地方整備局

ICT技術を活用した作業装置の自動化。
オペレータは車両の運転操作に集中できる
よう、機械操作の省力化を図り、安全性・
生産性を向上。

●除雪機械の省力化・効率化（除雪トラックの自動化） ●ICT施工組み合わせによる無人化施工技術の高度化

インフラDX推進本部で具体的な取組を検討

効率性、設置精度の向上。
災害現場、火山噴火対応等の危険な現場における作業員の
安全性が向上。

現場から離れた操作室

北陸地方のインフラDXを推進
～令和４年度にDX人材育成センターを整備～

ここをクリック
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https://www.hrr.mlit.go.jp/library/happyoukai/R3/e/e-10.pdf
https://www.hrr.mlit.go.jp/library/happyoukai/R3/e/e-07.pdf
https://www.hrr.mlit.go.jp/press/2021/2/220210kikakubu1.pdf


中部地方整備局 中部地域のインフラDXを推進中！

〇 最新技術の情報共有、自治体、企業等と連携。
〇 講演会、講習等の配信。
〇 サテライトオフィス、オンライン会議での利用

中部インフラＤＸソーシャルラボ

〇 設計、施工等でDXを試行、合意形成や施工、現場管
理で効率化を推進 。

〇 オンライン見学等の新たな広報手法試行。

i-Constructionモデル事務所等

○ 整備局職員、自治体職員、設計・施工の技術者に
研修・講習、 BIM/CIM活用事例の紹介・体験。

〇 産官学協働し、インフラDXに対応できる人材育成。

中部インフラＤＸセンター

ここをクリック

ここを
クリック

〇 インフラＤＸの優れた技術や積極的な導入・普及
を図る取組みを奨励。行政推薦と民間公募で意
欲的な行政、民間企業の評価により、好影響を与
える環境の醸成を図る。令和３年度に創設。

中部ＤＸ大賞の創設

令和３年度中部ＤＸ大賞大成建設株式会社
【 T-iDigital Field 】現場管理システム

〇 インフラ分野のＤＸを推進する人材育成。

〇 地方公共団体等の発注者、設計者・施工者等の
技術者を含めて、道路・河川等の整備、維持管理
等のBIM/CIM、ICT施工を中心とした研修・講習
を提供。今後もコンテンツを増強予定。

インフラＤＸの研修・講習

〇 施工の自動化による生産性の向上、安全・安心、魅力あ
る建設現場の創出を推進。

日本初 !

浚渫工事におけるグラブ浚渫船の自動運転試行

自動運転中

新ダム建設で無くなるダムをデジタルで保存

３次元データで施工の効率化と安全の確保

〇 近接する既存道路や鉄道と新設道路の離隔を踏まえ、
施工をシミュレーション。効率化や安全の確保。

【管理画面】
グラブバケットの位置を
リアルタイムで可視化
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https://www.cbr.mlit.go.jp/kikaku/dx/infrastructure_dx.html
https://vr-station-maruyamadamu.matrix.jp/


近畿地方整備局 官民連携してDXを推進！！

■近畿インフラDX推進センター ■近畿インフラDX通信
官民の人材育成や最新技術の体験、DXの情報発信 インフラDXの取組事例をわかりやすく定期的に発信

■民間公募技術の収集・情報発信
民間技術をDX推進センターやYouTubeで公開

■災害復旧現場における自動化施工 ■ドローンによる危険個所の自動点検
施工条件のプログラムに基づき、複数の建設機械が 飛行ルートを予めプログラムし、目視外の自立飛行
自動で施工 は全国初

■新・港湾情報システム（CONPAS）の導入
コンテナターミナルのゲート前混雑の解消やコンテナトレーラーのターミナル滞在時間の短縮を図り、コン
テナ輸送の効率化及び生産性を向上

３D映像を視聴 CIMデータを体験

無人化施工研修で、無人化施工機械の基本操作を習得

建設機械を遠隔操作

ICT活用研修（施工者向け）で、ICT(UAV、MCバックホウ)建機を操作

ここをクリック

内部材（ソイルセメント)

自動化施工のイメージ 自動化装備をした重機
ドローン2機を用いた自律飛行イメージ
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https://www.kkr.mlit.go.jp/plan/infraDX/index.html


中国地方整備局

>橋梁の様々な損傷事例を、ＶＲで点検や
診断を体験
>天候の制約解消、移動時間の省略により、
効率的・効果的かつ安全な講習会を実施

コントローラーとヘッドマウントディスプレイを装着し、
桁下で点検している状況

研修コース(環境、橋梁、損傷状況)、点検箇所を選択し、
様々な体験が可能

ここをクリック

インフラＤＸ推進本部で推進計画を策定
～「５つの柱」に分類整理し、各種施策を推進～

人材育成･体験拠点となるＤＸセンターを整備

概要紹介・討議スペース

ＡＲ体験

遠隔臨場体験

ＶＲ体験

5面モニター
（無人化施工）

【５つの柱】

■ＤＸセンター整備イメージ（Ｒ４年度に整備予定）

橋梁点検 ＶＲで体験実習

インフラＤＸ推進計画の
構成（目次）

※写真は中部インフラＤＸセンターの施設状況を引用

After 水中施工の遠隔化・無人化

衛星測位を活用した高精度の遠隔
操作・自動化水中施工システムの開発

海中作業が海象条
件により左右される

潜水士が海中で操作
や精度確認を実施

潜水士による水中施工Before

１．背景

１．１ 激甚化・頻発化する自然災害

１．２ インフラ老朽化の加速

１．３ インフラ整備・維持管理の担い手不足

１．４ 新型コロナウイルス感染拡大防止対策を契機
としたデジタル化

１．５ i-Construction推進

１．６ 各分野におけるデジタル技術活用の現状

２．基本的な考え方

１．目標

２．取組方針（柱）

３．取組体制

４．１stステージの取組

５．取組体系

具体的な取組

はじめに

Ⅰ．総論

Ⅱ．目指す姿

Ⅲ．具体的な取組

i-Construction編

衛星測位

水中音波に
よる測位

浮上局浮上局

衛星測位

水中音波に
よる測位
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ここをクリック

http://www.cgr.mlit.go.jp/cmc/training/
https://www.cgr.mlit.go.jp/infradx/index.html


四国地方整備局

上記取り組みについて、積極的に広報、マスコミにＰＲ！

国内初の先端技術や新技術にチャレンジ！
ICT技術の体験会を
積極的に開催！

◆建設用３Ｄプリンタの活用（国内初）

３次元形状データ ３Ｄプリンタで具現化（集水桝）

◆ＡＲの活用 ◆３次元映像の活用

地元説明会での活用ARで未来の橋をのぞく

◆UAV・遠隔ＢＨ操縦訓練

◆中高生、大学生のICT体験会

ICTバックホウ操作の体験（高校生）

UAV操作の体験（中学生）SIM設計の体験（大学生）

（建設会社）（地整職員）

ドローンを活用し、効率化・高度化！ 点検ロボを活用した
港湾施設の点検・維持管理の効率化！

◆ Ｂｅｆｏｒｅ

小型船・調査員による点検

◆ Ａｆｔｅｒ

点検ロボを活用

点検ロボで撮影した桟橋下部の施設情報を
BIM/CIMデータに登録し、今後の維持管理に活用

桟橋下部の状況 桟橋の杭の状況

自動飛行ドローンによるダム巡視・点検

非ＧＰＳ環境対応型ドローンを用いた橋梁点検

自動飛行ドローン等による被災状況調査

設定した飛行経路

自動飛行によるドローン撮影

◆ Ｂｅｆｏｒｅ ◆ Ａｆｔｅｒ
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ここをクリック

https://www.youtube.com/watch?v=nQZt2GOUjaU


360°画像を用いた施設管理(山国川スカイバーチャルツアー)
○河川管理を目的にUAV(ﾄﾞﾛｰﾝ)で撮影したｽﾌｨｱ(360°)画像を繋いでHPに
アップし、管内の状況をスマートフォンなどでもどこからでも全方位把握可能
○職員でドローン撮影を実施し、低コストで更新も可能 ここをクリック

R3年11月
山国川ｽｶｲﾊﾞｰﾁｬﾙﾂｱｰ

作成(2km)

（随時）
ｽｶｲﾊﾞｰﾁｬﾙﾂｱｰを随時

更新

R4年度～
他の河川や他事業に

展開

R4年3月
山国川でドローン
チームを結成

九州地方整備局

▲メタバースを活用した地元説明会

メタバース(仮想世界)を用いた合意形成

▲ＶＲゴーグルを使用し仮想世界を体験

▼メタバースによる山国川の洪水敷の整備 ▼メタバース(ドッグラン)により日影の様子を再現

せせらぎ水路

オートキャンプ場

休憩施設

（ﾄｲﾚ,東屋）

ドッグラン

R3年7月
河川CIM標準化
検討小委員会に
て本手法を提案

R3年12月
山国川の整備内
容説明会をメタ
バースで説明

R4年2月
メタバース作成
手法のマニュア

ルを公開

R4年5月
コンサルタント
協会等へ説明会
を実施予定

R4年度～
河川整備に限ら
ず様々な事業に

展開

〇ゲームエンジンを用いて、整備後の仮想世界を作成し、住民に体験いただいた
〇きわめてリアルな３Ｄモデルを低コストで実現、今後は様々な事業へ展開 ここをクリック

▲山国川スカイバーチャルツアー(平成大堰)

▲垂直写真の様に使用可 ▲地図機能
▲スマホでどこでも確認 9

http://www.qsr.mlit.go.jp/infradx/SVT/01yamakunigawa/index.html
http://www.qsr.mlit.go.jp/infradx/indexge.html


沖縄総合事務局 官民連携したインフラDXの取組

＜BIM/CIM活用勉強会（産・学・官）を発足＞

＜官民連携！建設業女性技術者交流会の開催＞
～インフラDX を活用した橋梁基礎工工事の現場見学～

〇BIM/CIM活用モデル工事
である小禄道路において、沖
縄総合事務局と琉球大学、
受注業者（設計・工事）との
勉強会を12月に発足。
〇引き続き産・学・官において
技術やノウハウを共有するなど
連携を強化しBIM/CIMの推
進を図っていく。

〇民間の女性技術者で構成
する「teamけんせつ美ら小
町」と当局女性職員との交流
会を実施。
〇BIM/CIM活用工事の現
場において、VRや3次元活用
モデル事例を体験。
〇引き続き、官民の交流を行
い、DXなどの技術力の向上を
図っていく。交流会現場概要説明

VR体験

ここをクリック

＜那覇港におけるCIMモデル活用事例＞

工 事 名：令和3年度 那覇港（新港ふ頭地区）岸壁（-12ｍ）築造工事
工事場所：沖縄県那覇市港町地先
発 注 者：沖縄総合事務局
工 期：令和3年5月13日～令和4年1月31日
工事概要：本工事は、那覇港（新港 ふ頭地区）岸壁（-12ｍ）

の潜水探査工 、工場製作工、
本体工（鋼杭式 、上部工 桟橋式）、工場製品輸送工、
鋼橋架設工 及び付属工を行うものである。

本工事（ドルフィン3基設置）
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http://www.ogb.go.jp/-/media/Files/OGB/Kaiken/kyoku/kisya/R040228/PDF_20220228_1_kisya.pdf?la=ja-JP&hash=E59D8E7C56C965A929CD81BDE1754BF60884226E

